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第41回 環境研究合同発表会

横浜市環境科学研究所：堀 美智子

浦垣 直子

市川 竜也

潮田 健太郎

共同実験者：JFEスチール株式会社

横浜市× JFEスチール株式会社共同研究

山下公園前海域の水質浄化に向けた公民連携の取組

はじめに

Ⅳ 基本政策

施策3 5 水と緑にあふれる都市環境
（抜粋）
（施策の成果等を示す指標）

「山下公園前海域における生物相の回復」
（主な取組）

水再生センターでの高度処理の導入や合流式下
水道の改善を図るとともに、浅場・藻場の形成な
どきれいな海づくりに取り組みます。

〜「海洋都市横浜」への挑戦〜
様々な分野で横断的に海洋施策に取り組み、「海洋都市と言えば横浜」

と言われるよう、さらに挑戦していきます。
取組例：「きれいな海づくり事業」【 山下公園前水質浄化プロジェクト】

横浜市中期４か年計画2014～2017
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はじめに

生物多様性横浜行動計画（ヨコハマｂプラン）
～５つの重点アピール～
４ つながりの海 生き物豊かできれいな海づくり・川づくり

（主な取組）
（１）きれいな海づくり

イ〈都市臨海部〉山下公園前等の内港地区

横浜市環境管理計画
第５章 総合的な視点による基本政策
環境とまちづくり
2017 年度までに実施・着手する主な取組

（３）つながりの海（まちづくりと連携した海づくり）
（取組方針）

周辺のまちづくりと連携して、浅海域を利用した海づくりを進めます。
海の資源を活用した水質浄化や地球温暖化対策などを進めます。

（取組内容）
山下公園前で水質浄化に向けた生物環境改善の実証実験を民間企業と
連携し実施します。

山下公園前海域の現状

山下公園は有名な観光スポット 世界トライアスロン大会の会場でもある
（横浜トライアスロン公式ホームページより抜粋）

夏場は赤潮発生・貧酸素化

海底は泥に覆われている

何とか改善できないだろうか？
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そこで、生物による水質浄化能力に着目した
共同研究を開始

海域生物の水質浄化能力の利用

山下公園前海域における水質浄化能力の回復に向けた
生物生息環境の改善手法に関する共同研究

実験海域

【研究場所】中区 山下公園前地先

研究期間
平成25年10月

～平成30年3月31日
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横浜の海

生物が棲める場所を造成

海域生物の水質浄化能力の利用

ろ過食性動物が水
質を改善

藻類が夏場の貧酸
素を緩和

期待される効果は？

何が問題か？

夏は透明度がとても
低く、海藻は光合成
ができない、貧酸素
化している。

海底がシルト・ヘドロ
で覆われているため、
生き物の住処がない。

設置した生物付着基盤

「港湾・空港等整備にけるリサイクル技術指針（国道交通省）」が平成24年に改定され、用途として
藻場、浅場、干潟造成、覆砂材、人工砂浜等が追加された。
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設置工事の様子

クレーン

マリンブロック投入

マリンブロック等

平面図
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生物付着基盤の施工

ヘドロ化している
Ｂｅｆｏｒｅ

Ａｆｔｅｒ

調査日

平成25年10月10日 -

第1回 平成25年11月28日 秋

第2回 平成26年2月13日 冬

第3回 平成26年5月28日 春

第4回 平成26年8月27日 夏

第5回 平成26年11月28日 秋

第6回 平成27年2月12日 冬

第7回 平成27年5月28日 春

第8回 平成27年8月24日 夏

第9回 平成27年11月27日 秋

第10回 平成28年1月15日 冬

第11回 平成28年5月30日 春

第12回 平成28年9月5日 夏

第13回 平成28年11月30日 秋

第14回 平成29年2月10日 冬

調査回

事前調査

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

調

査

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成25年度

生物調査



7

１ 生物調査結果
（１）種類数
（２）被度

２ ろ過食性動物による水質浄化能力（ろ水量）
の算定

結果

１ 生物調査結果
（１）種類数
（２）被度

結果
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被度とは：覆われている割合のこと（％）

コドラート

１ｍ×１ｍコドラート
４面で調査

対照区A 動物種類数

試験区A 動物種類数
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対照区A 動物種類数

試験区A 動物種類数

ハゼのなかま

シロボヤ

ムラサキイガイ

試験区A 動物被度

対照区A 動物被度
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試験区A 動物被度

対照区A 動物被度

カンザシゴカイ

ライトをつけなけれ
ば見えない

夏の（第８回）調査
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透明度がかなり高い

冬や秋の調査時

DO（溶存酸素量）

第７回調査 第８回調査

A
A

A
A
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対照区B 動物種類数

試験区B 動物種類数

試験区B 動物被度

対照区B 動物被度
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試験区C 動物種類数

対照区C 動物種類数

事前・第一回
は未実施

試験区C 動物被度

対照区C 動物被度

事前・第一回
は未実施
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試験区C 動物被度

対照区C 動物被度

事前・第一回
は未実施 ムラサキイガイ

施工後の海の中の様子

マリンブロックに付着したエボヤ

マリンブロック上に集まるナマコ マリンロックに付着したシロボヤ

マリンロック上に付着した藻類

マリンロック上のヒトデとムラサキイガイ
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２ ろ過食性動物による水質浄化能力（ろ水量）
の算定

結果

ろ過食性動物による水質浄化能力

澄んだ水 濁った水

（プランクトンなど）

ホヤのなかま

二枚貝のなかま

ろ過食性動物
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ろ過食性動物

マガキムラサキイガイ ホトトギスガイ

エボヤ シロボヤ カタユウレイボヤ

ミドリイガイ

計測の様子
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1個体あたりの
平均重量（ｇ/個）

１ｇあたりのろ水量（L/g)
（文献値）

海域に生息する
ろ過食性動物の
個体数（個）

（モニタリング調査結果から）

水質浄化能力の推定方法

海域の持つ
浄化能力（L)

Ｑ：実験エリアの
ろ過食性動物が
1日にろ過する
海水の量は？

Ａ：約２５００ kL
※H28年１月調査結果

（２５ｍプールを500 kLとす
ると、プール約5杯分！）
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まとめ

スラグ等により生物付着基盤を設置する
ことで対照区と比較して生物が増加する
ことがわかった。

付着した生物の中には水質を浄化する
「ろ過食性動物」がいることがわかった。

「ろ過食性動物」による水質浄化能力を
試算したところ、平成28年１月の調査で
は１日あたり2500ｋＬであることがわ
かった。

今後は水質浄化能力について透明度等の
わかりやすい指標で示していく。


